






HTLV-1 の感染形態は、輸血感染、夫婦感染、母子感染とされ、とくに本研究班が作業目標

とするところは母子感染の経路の解明と、その予防対策の検討についてである。感染経路

と予防対策は相互に表裏の関係にあり、感染経路が不明であると予防対策が立て難く、ま

た、企画した予防対策が成果不充分であれば、かえり見て未知の感染経路を探索し直す必

要があるからである。 

本研究班は、3年間にわたり沖縄県(2 か所)、高知県、愛媛県、鹿児島県、長崎県、宮城県

などの HTLV-1 キャリア多発地に対象地域を定め、種々の方式で HTLV-1 母子感染防止対策

を検討し、その成果を詳細に討議してきた。 

班における見解を以下に要約する。 


